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左：図１ 有元利夫 《夜のカーテン》１９８０年 ９０．９×７２．７




Consideration of Painting Technique













































































































































右：図１３ 野村作品の部分 形はエンピツで取られている 同上書、８２頁より
図１４ Ｂ５版の大学ノートに書き込まれたスケッチ 『野村昭嘉 作品集１９６４～
１９９１』（１９９３年）、７７頁より
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